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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共同式文検討委員会

招　き　

招き
司式：神は、すべての人が救いの恵みに与るように、礼拝に招いてくださいました。
会衆：私たちは招かれて、ここにいます。
司式：父と子と聖霊の御名によって。
会衆：アーメン
告白







司式：神の御前で私たちの罪を告白し、心を合わせて赦しを求めましょう。
一同：神さま。
　　　私たちは思いと言葉、行いと怠り、また無関心によって、あなたから遠く離れ、御旨に背いてきました。今、ここに罪を告白します。

（黙祷）

赦し

司式：恵みの神様。
会衆：私たちを赦してください。
司式：神は、御子イエス・キリストの十字架によって私たちを赦し、洗礼の約束により新たに生まれさせ、永遠の命へと導いてくださいます。
　　　父と子と聖霊の御名によって。
会衆：アーメン

つどいの歌	

つどいの祈り
司式：祈りましょう。
　　　愛の源、聖なる神様。裏切りの夜、主イエスは新しい掟（おきて）を授け、私たちが互いに愛し合うように教えられました。私たちの心にこれを刻み込み、しもべとなった主に倣い、他者に仕える心をお与えください。あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・キリストによって祈ります。
会衆：アーメン

みことば　　
司式：み言葉を聞きましょう。
第一の朗読
朗読者：本日の第一の朗読は、「出エジプト記」12章1節～4節（＆5節～10節）＆11節～14節 
　　　　朗読
朗読者：第一の朗読を終わります。
応答唱　詩編116編1節～2節＆12節～19節
第二の朗読
朗読者：本日の第二の朗読は、「コリントの信徒への手紙Ⅰ」11章23節～26節 
　　　　朗読
朗読者：第二の朗読を終わります。
詠唱
福音書の朗読
朗読者：本日の福音は、「ヨハネ福音書」13章1節～17節＆31節b～35節 
会衆：栄光は主に。　　　　
朗読
朗読者：福音書の朗読を終わります。
会衆：賛美はキリストに。

説教　

みことばの歌				

洗足　　　
司式：主が弟子の足を洗われたように、私たちもまた互いに足を洗い合い、主の愛に応え、互いに愛し合いましょう。　　　　　　　　　　
＊互いに足を洗い合う間、相応しい讃美歌を歌っても良い。
　　　　　＊「あなたがたに新しい掟を与える。互いに愛し合いなさい。わたしがあなたがたを愛したように、あなたがたも互いに愛し合いなさい。（ヨハネ福音書13:34）」と唱えながら行っても良い。
　　　　　＊洗足は任意であり、各教会の状況に合わせて、工夫をして良い。

教会の祈り　
司式：祈りましょう。
・・・・・・・キリストのみ名により。
会衆：「主よ、聞いてください」または「主よ、憐れんでください」で応答する。
結びの祈り
司式：恵みの神様。あなたの憐みに信頼し、私たちのすべての祈りを委ねます。私たちの救い主、イエス・キリストによって祈ります。
会衆：アーメン

平和の挨拶
司式：主の平和がみなさんと共にありますように。
会衆：またあなたと共に。
司式：互いに平和の挨拶を交わしましょう。
＊「主の平和」と言いながら挨拶を交わしても良い。

聖　餐　

聖餐の歌　　　

序詞　
司式：主が共に、おられるように。
会衆：また、あなたとともに。
司式：心を高くあげて主を仰ぎましょう。
会衆：主を仰ぎます。　 
司式：主に感謝しましょう。
会衆：感謝と賛美をささげます。　　 　　　　    
その日の序詞　
司式：聖なる主　全能の父　永遠の神様。いつどこででも、あなたに感謝するのは、正しい務めであり、また私たちの喜びです。主イエス・キリストは、弟子たちの足を洗い、愛の模範を示し、私たちのために聖なる晩餐を定められました。私たちは、主の食卓につき、キリストと一つにされ、互いに愛し、仕えて生きる、新しいいのちに招かれています。今、地上のすべての教会は、あなたの御名をあがめ、永遠の賛美を天の御使いと聖徒たちと共に、声を合わせて歌います。　
感謝の賛歌（サンクトゥス）　
一同：聖なる、聖なる、聖なる力の主。
　　　天と地に、主の栄光は満ちています。
　　　いと高きところにホサナ。
　　　主の御名によって来られる方に、祝福があるように。
　　　いと高きところにホサナ。

設定
司式：聖なる神、全能の憐れみ深い神様。あなたの憐れみは限りなく、あなたの支配はとこしえに続きます。あなたはすべての被造物に　光といのちを満たされました。天地はあなたの栄光に満ちています。あなたはアブラハムによって　すべての民の祝福を約束され、預言者たちによってその約束を新たにされました。そして、世の終わりに臨んで、御子イエス・キリストを遣わされました・キリストはことばと行動をもって、あなたのみ国を宣べ伝え、命を捨てるまで、あなたのみ旨に従われました。私たちの主イエス・キリストは渡される夜、パンを取り、感謝し、これを裂き、弟子たちに与えて言われました。「取って食べなさい。これはあなたがたのために与えるわたしのからだである。わたしの記念のため、これを行いなさい」。食事ののち、杯をも同じようにして言われました。「取って飲みなさい。これは罪の赦しのため、あなたがたと多くの人々のために流す私の血による新しい契約である。わたしの記念のため、これを行いなさい。」主が来られるその時まで、このパンを食べるごとに、この盃から飲むたびに、私たちは主の死を告げ知らせます。
会衆：キリストは死なれました。キリストは復活して今もおられます。キリストは再び来てくださいます。
司式：このパンとぶどう酒をもって　私たちのためにささげられた主の命を私たちは記念します。主の復活の証を信じ、主が再び来てくださり、大いなる約束の祝宴を私たちと共にしてくださる日を待ち望みます。
会衆：アーメン。主よ、来てください。
司式：今、あなたの聖霊を復活の主の聖霊を送ってください。主のからだと血とを受ける私たちが、あなたの栄光を讃美し、すべての聖徒たちと共にみ国を受け継ぐことができるようにしてください。
会衆：アーメン。聖霊よ、来てください。
司式：私たちの祈りを、あらゆる場所、すべての時代のあなたの僕の祈りに合わせ、すべてのものの勝利者として来られる私たちの大祭司の絶えることのない願いと一つにしてください。
　　　すべての栄光と賛美が、教会において、キリストにより、聖霊と共におられるあなたに、世々限りなくありますように。
会衆：アーメン

主の祈り
一同：天におられるわたしたちの父よ、
み名が聖とされますように。
み国が来ますように。
みこころが天に行われるとおり　地にも行われますように。
わたしたちの日ごとの糧を今日もお与えください。
わたしたちの罪をおゆるしください。
わたしたちも人をゆるします。
わたしたちを誘惑に陥らせず、悪からお救いください。
国と力と栄光は、永遠にあなたのものです。
アーメン
（ローマ・カトリック教会／日本聖公会 共通口語訳、2000年）

神の小羊（アグヌスデイ）
一同：世の罪を取り除く神の小羊　憐れんでください。
　　　世の罪を取り除く神の小羊　憐れんでください。
　　　世の罪を取り除く神の小羊　平和をお与えください。　アーメン

聖餐への招きと配餐
司式：洗礼の礼典にあずかったかたは、聖卓にお進みください。
司式：キリストの体です。　司式：キリストの血です。
会衆：アーメン　　　　　　会衆：アーメン
配餐後の祝福　
司式：私たちの主イエス・キリストのからだと血とは、信仰によって、あなたがたを強め、守り、永遠のいのちに至らせてくださいます。
会衆：アーメン

聖餐の感謝
司式：主イエス様。あなたはこの聖なる礼典（サクラメント）において、十字架の苦しみ、死、そして復活による救いの力を、私たちにお与えくださいます。ここで与るあなたの体と血によって、私たちが日々、あなたの救いの実を豊かに結ぶことができますように。父と聖霊とともに、あなたは永遠に唯一の主です。
会衆：アーメン

＊聖餐の感謝の祈り後、聖卓上の全てもの、聖餐容器、聖卓・典礼布（朗読・説教台もまた）、ろうそく他を取り除く。その間、会衆は着席。終了後、詩編を朗読、または歌っても良い。

詩編：２２編または８８編

司式：聖木曜日の礼拝を終わります。

＊会堂入り口に献金籠を用意し、退場の際、自由に献金を捧げても良い。　
　 

